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【令和４年度実績】 

1. ミトコンドリア先制医療 

「医療」 

No.20 (2)-1 社会の要請に応える研究の推進 
 
実績報告 

 研究者が開発したミトコンドリア作動薬MA-5はこれまで複数の AMED事業（橋渡し事業、難

治性疾患実用化研究事業、革新的医療シーズ実用化研究事業）を経て、ムーンショット研究の支

援で 2022年 1月から世界初のヒトへ投与する第Ⅰ相臨床試験が現在進行中である。（図１） 

 また、物質特許のあるバックアップ化合物を複数同定した。線虫、ショウジョウバエを用いた病態

研究からMA-5が各種疾患モデルの病態を改善する事を明らかにした。また、腸細胞と寿命、ミト

コンドリアと腸内細菌との連関を明らかにした。（図２） 

 東北大学病院に通院する疾患患者（最終的には 850名）から臨床情報の抽出とゲノム、ミトコン

ドリア、血液、尿、便のメタボローム解析、腸内細菌叢解析を継続中でありデータベースが構築さ

れた。得られたデータのマルチオミックス解析を行い疾患疾患特定的腸内細菌や呼気代謝物の

抽出が行われた。ミトコンドリアの関連、病因、疾患予測、予後予測マーカーを探索中である。（図

３） 

 さらに新原理によるミトコンドリア機能測定法の開発を医工学、工学、薬学研究科と連携して行

った。上記を通して 2040年までに主要な疾患を予防・克服し 100歳まで健康不安なく人生を楽

しむためのサステイナブルな医療・介護システム開発を目指す（図４） 

（図１）                              （図２）

     

（図３）                             （図４） 
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2. 新規血栓溶解薬 SMTP-7の開発と企業への導出 

「医療」 

No.32 (3)-2 新規医療イノベーションの創出 
 
実績報告 

 脳保護作用を併せ持ち、出血リスクが低い新規血栓溶解薬 SMTP-7をベンチャー企業である

株式会社ティムスと共に開発し、多施設共同でプラセボ対照ランダム化の第二相治験を実施し

た。有意差をもって治験薬群で転帰良好が証明され、薬剤を Biogen社にライセンスアウトした。

マイルストーン性の契約で、株式会社ティムスには最大 3億 3500万ドルまで支払われ、特許権

に応じた収入が東北大学に継続的に見込まれる。成果は現在論文投稿中で、また worldwideの

第三相が予定されている。 
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3. 糖尿病に対する医工学ソリューション 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓 
 
実績報告 

 医工学研究科を挙げて取り組むべき研究として糖尿病にフォーカスし、糖尿病の低侵襲的診断

の新手法として、中赤外光による光学・光音響計測の開発（図１）、マイクロニードルによる痛くな

い採血（図２）、高周波数超音波による赤血球凝集の観察と血糖計測（図３）、治療につながる病

態解明として、GLUT4機能の可視化解析手法の開発（図４）、ミトコンドリア病治療薬MA-5によ

る糖尿病予防（図５）などの研究で大きな成果を上げている。 

（図１）中赤外光による光学・光音響計測の開発

 

（図２）マイクロニードルによる痛くない採血 
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（図３）高周波数超音波による赤血球凝集の観察と血糖計測                 

 

 （図４）GLUT4機能の可視化解析手法の開発
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（図５）ミトコンドリア病治療薬MA-5による糖尿病予防
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4. Netherlands-Japan Medical Device Innovation Forum 

「教育」 

No.17 (4)-2 オープンでボーダレスなキャンパスにおける国際共修の展開 
 

実績報告 

 2023年 2月 22～27日に東北大学あるいは医工学研究科が学術協定を締結しているエラスム

スメディカルセンター、トゥエンテ大学、デルフト工科大学、アイントホーフェン工科大学の 4研究

機関に医工学研究科学生 11名を派遣し、これらの機関と Netherlands-Japan Medical Device 

Innovation Forumを共催し、各機関に所属する学生が医療機器開発に関連するテクノロジーに

ついて、実習、意見交換、成果発表を行うことで、ボーダレスなキャンパスにおける国際共修を実

践し、東北大学の学生をグローバルアントレプレナーとして教育するとともに、先方の研究機関か

らの留学生受け入れについての素地を醸成した。 
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5. Health Tech Colloquiumの開催 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓 
 
実績報告 

 学内の多領域融合研究の促進を企図し、初回は医工連携をテーマとし、医工学研究科、東北大

学病院、臨床研究推進センター共催で第 1回Health Tech Colloquiumを 2022年 11月 30日

に開催した。（図１）医工学研究科から 3つの研究室のシーズ紹介を医療従事者に紹介し（図２）、

工学系シーズの医学への応用について議論を行った。対面開催による効果もあり、４５名の参加

者の間では活発な質疑応答さらにはフリーディスカッションが繰り広げられた（図３、図４）。終了後

のアンケートでは非常に好意的な意見が数多く寄せられたことから、今後は医学者からのニーズ

紹介や理学系研究科、農学系研究科の研究者からのシーズ・ニーズ紹介なども取り入れ、年 4

回程度の開催を継続予定である。 
 

（図１） 
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（図２）                           （図３）                   

  

 

（図４） 
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